
※カリキュラムはまだ暫定のものであり、科目の年次・学期の配当は変更になる場合があります  ※同じ学期に重複して複数の場所に同じ科目が出てくる場合がありますが、一つの科目が複数の領域に関わっていることを示します

大学共通教育
／学部・学科
専門教育
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開講学年・学期

4年次
春学期

カリキュラムユニット
（科目群）名

観光学部　国際観光学科

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
国際観光学科は、豊かな教養ともてなしの姿勢を培い、地域の観光振興、観光文化に
資する国際観光についての専門的、実践的な知識を修得し、国際観光分野で活躍す
る人材の育成を目的としており、学生が卒業までにこの目的を達成するための教育
課程を下記に示す教育課程編成・実施の方針に基づき設定する。
①高大接続の観点から、大学教育への円滑な移行を促すため、初年次教育の充実を図る。
②「国際観光論」、「国際観光ビジネス」、「インバウンド概論」などを中心に国際観光
の基礎的知識の修得に関する科目を設定する。

③「アジア観光論」、「観光地形成」などを中心に国際観光の専門知識の修得に関する
科目を設定する。

④「海外観光研修」、「観光ボランティア」などを中心に国際観光の実践的知識の修得
に関する科目を設定し、能動的・自主的な学修の充実を図る。

⑤キャリア形成の観点から、キャリア科目を体系的に設定し、社会的・職業的自立に
必要な能力・態度を育む。「観光学部共通科目」に配置している「ホスピタリティ
論」、「観光実践演習」などは自立して行動できる姿勢を養う科目である。加えて、
「キャリア科目」に設定されている「インターンシップA」などは企業の受入の承諾
があって成立する科目であり、社会人としての礼儀、職務に対する勤勉性などが企
業により評価されるため、事前に自主的に姿勢を整えることが不可欠である。

⑥成績評価の公正さと透明性を確保するため、シラバスに記載する成績評価基準・方
法等および学則、規程等に定める所定単位修得により学修成果を評価し、その客観
性を担保するため、複層的な積み上げによる多面的・総合的な成績評価を実施する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
学位:学士（観光学）
国際観光学科は、豊かな教養ともてなしの姿勢を培
い、地域の観光振興、観光文化に資する国際観光に
ついての専門的、実践的な知識を修得し、国際観光
分野で活躍する人材の育成を目的としており、所定
の期間在学し、学部・学科の教育理念、教育目標に
沿って設定した授業科目を履修して、所定の単位数
を修得し、卒業までに下記に示す姿勢や能力を身に
付けた学生に卒業を認定し、学位規則に従い学士
の学位を授与する。
①観光学の基礎的知識、技能の修得
②国際観光分野の専門知識、技能の修得
③国際観光分野の実践的知識、技能の修得
④修得した知識、技能の活用能力
⑤自立して行動できる姿勢、課題を発見し解決する能力

カリキュラムマップ（国際観光学科）

取得を推奨する資格
●北海道観光マスター検定　●北海道地域ガイド検定（小樽、函館、十勝）　●総合旅行業務取扱管理者　●国内旅行業務取扱管理　●ツアーコンダクター（旅程管理主任者）　●サービス接遇検定
●実践キャリア実務士　●観光ビジネス実務士　●図書館司書　●社会教育主事　●TOEIC　●実用英語技能検定（2級）　 ●観光英語検定（2級）　 ●全国通訳案内士
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初年次教育科目

教養科目

言語情報科目

キャリア科目

観光基礎

観光
コミュニケーション

英語
コミュ二ケーション

オンライントラベル

観光ICT

もてなし

海外研修

観光と健康

旅行業務
取扱管理者資格

インストラクター

北海道観光

インバウンド

通訳案内士

観光
コーディネーター

学ぶ目的

大学で円滑に学ぶ能力・姿勢を
身につける

自由・自立・自省の精神に沿った
人間形成を目指す

地域生活の創造と国際社会の発展に
寄与できるようになる

社会人基礎力を修得し、社会的・職業的
自立に必要な能力・態度をはぐくむ

観光に関わるさまざまな事象を
多面的に理解する

演習や企業研究を通して、課題解決力、
コミュニケーション力を身につける

観光で必要な英語力を身につける

インターネットの仕組みを理解し、
ネット上の観光・旅行情報を効果的に
検索・利用できる能力を身につける

最新の観光情報収集・共有・
発信手法を身につける

観光分野で必要なビジネス作法、
心配り、マナーなどを身につける

海外での語学や国際理解体験を通して
グローバルマインドを身につける

観光資源を利用した健康増進の
メカニズムを理解し、健康ツーリズムに

関われる能力を身につける

国内旅行および海外旅行の旅行業務
などを取り扱う資格取得を目指す

体験観光地での
インストラクター資格を取得する

北海道を魅力ある観光地として
発信できる知識を身につける

訪日外国人旅行の特性や
傾向を分析し、その観光戦略を
立案する能力を身につける

英語による観光ガイドや通訳を
行うための能力を身につける

幅広い観光の知識に基づいた
多言語対応のもてなし能力を

身につける
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専門
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共通
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共通
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共通
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専門
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専門

専門

専門

専門

共通

専門

共通

専門

共通

専門

共通

学びの技法Ⅰ
国語基礎など

学びの技法Ⅰ

学びの技法Ⅰ

学びの技法Ⅰ

学びの技法Ⅰ
中国語Ⅰ
韓国語Ⅰ

海外体験A
海外体験Ｂ

世界史
日本史
文学

日本文化演習（華道）

生涯学習論

キャリア形成論Ⅰ

日本語表現Ⅰ
英語Ⅰ
中国語Ⅰ

情報機器操作

学びの技法Ⅰ

英語Ⅰ

情報機器操作

観光概論

旅行業法・約款
国内旅行実務

（海外旅行実務）

国内旅行運賃・料金
国内旅行資源

海外体験A
海外体験Ｂ

春学期

４年演習（基礎）

４年演習（基礎）

４年演習（基礎）

北海道史
地域研究

４年演習（基礎）

４年演習（基礎）

秋学期

4年演習（応用）

4年演習（応用）

4年演習（応用）

4年演習（応用）

4年演習（応用）

観光概論

秋学期
学びの技法Ⅱ
思考と表現

学びの技法Ⅱ

学びの技法Ⅱ

観光文化論

観光ボランティア

観光文化論

学びの技法Ⅱ

学びの技法Ⅱ
海外体験B
中国語Ⅱ
韓国語Ⅱ

キャリア形成論Ⅱ

日本語表現Ⅱ
英語Ⅱ
中国語Ⅱ

学びの技法Ⅱ

英語Ⅱ
観光英会話

ホスピタリティ論
観光サービス論

海外体験B

観光論特別講義
観光実践演習

春学期

2年演習(基礎）
通訳案内士Ⅰ

国際観光論

2年演習（基礎）
観光交通

国際観光探究
中国語Ⅲ
海外体験C

日本文化演習（茶道）

キャリアデザインⅠ

日本語表現Ⅲ
英語Ⅲ
中国語Ⅲ
表計算基礎

インターンシップA

英語Ⅲ

海外体験C

海外旅行実務

2年演習（基礎）

観光ICT
観光統計

2年演習（基礎）

観光事業論
地理学

秋学期

2年演習(応用）
通訳案内士Ⅱ

海外観光研修

2年演習（応用）

哲学

キャリアデザインⅡ

英語Ⅳ
英会話実践

インターンシップB

2年演習（応用）

英語Ⅳ

観光マーケティング

データベース

2年演習（応用）

世界遺産
観光調査法入門
観光情報

春学期

3年演習(基礎）
通訳案内士Ⅲ

世界の観光地
観光中国語

3年演習（基礎）
インバウンド概論
アジア観光論

経営論
日本文化論

キャリア研究Ⅰ

データ活用

観光英語

観光と心のケア

観光と心のケア

観光ガイド
インストラクター実習Ⅰ

３年演習（基礎）
観光経済論

北海道観光の歴史
北海道観光政策
観光まちづくり論

オンライントラベル概論
インターネット旅行情報

インターンシップC
３年演習（基礎）

北海道観光
観光政策行政

秋学期

3年演習(応用）
通訳案内士Ⅳ

観光韓国語

3年演習（応用）
インバウンド政策
国際観光ビジネス

北海道経済と産業
芸術論

キャリア研究Ⅱ

温泉学概論
観光とスポーツ
リゾート概論

3年演習（応用）
観光地形成

北海道観光資源

インストラクター実習Ⅱ

オンライントラベル実習

上級観光英語

インターンシップD
3年演習（応用）

観光と歴史文化
観光とMICE
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